
　IT進化論やコミュニケーション文化論は他のメディ
アに譲るとして，企業人事の立場・役割を考えたとき，
今，最も不気味なリスクの 1つが「ネット炎上」では
ないだろうか。投稿者に悪意がなくても，「変なことし
てる人がいる」「これ問題だよね」とネット市民にスイ
ッチが入ると，そのつぶやきや写真は瞬く間に拡散す
る。匿名掲示板では「あの会社の社員だ」「ここの店だ」
と晒（さら）しが巻き起こり，祭り，炎上の事態に至る。

炎上の前に有効な人事対策を
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そうなるともはや火消しは容易ではない。では，アル
バイトを含む従業員の不用意な情報発信を予防するた
めに，会社からは何ができるのか。その有効な対策の
1つが「ソーシャルメディアガイドライン」の策定と
周知だ。社労士・コンサルタントの立場からいち早く
この問題に注目してきた著者に，モデルガイドライン
の例示と運用ポイントの解説をお願いした。
 （編集部）
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